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１．研究の背景 
2000 年前後からの欧米諸国では、インフォーマルに近しい人をケアする人（以下、介護











































































  ・第１のモデル：主たるケア資源としてのケアラー 
  ・第２のモデル：ケア協働者としてのケアラー 
  ・第３のモデル：クライエントとしてのケアラー 
  ・第４のモデル：ケアラー（のポジション）を超えたケアラー 
 
４．章の構成 
序   研究の背景・目的・問題の所在・論文の構成 
第 1章 介護保険成立前後の介護者をめぐる制度・政策の再検討 
第２章 地域包括ケアを担う介護者の支援枠組みの検討 
第３章 地域包括ケアの中の医療・介護事業所におけるインタビュー調査 
   －Ｋケアチームのサービスを利用した経験のある介護者・介護終了者の語りから－ 
第４章 介護者の集いの場における運営スタッフへのインタビュー調査 
     －M-GTAの手法を用いた質的分析－ 






















































































































・Twigg,J. and Karl A,(1994),Carers Perceived :Policy and Practice in Informal 
Care, Open University Press. 
